
ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

ジャパン・フード・セレクション

審査レポート

J a p a n F o o d S e l e c t i o n

パーティーポップW



賞なし 奨 励 賞 銅 賞 銀 賞 ⾦ 賞 グランプリ

商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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■ 審査評

■ 点数分布
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受賞回・年⽉

パーティーポップW
グランプリ

ジッパー付きで持ち帰りやすい仕様
ロゴ⼊り袋による特別感の演出

シェアして⾷べられる明るいコンセプト

軽やかでサクサクした⻭ざわり
出来⽴ての⾹ばしさと⽴ち上がる⾹り

⼤袋⼀つではシェアしづらい
下に⼊った味が取りにくい
フレーバーの分かれ⽅が分かりにくい

⼀袋の量が多く⾷べきりにくい

時間経過による⾷感変化への懸念
保存⽅法や賞味⽬安が分かりにくい
映画館以外の利⽤場⾯が⾒えにくい

映画館のワクワクを持ち帰れる価値

映画館との親和性が⾼い体験価値

第99回（2026年5⽉）

2.1%

Webアンケートでは、興味関⼼において「ある」が約66％と⾼く、

本商品は写真と基本情報のみでも⼗分な訴求⼒を有していること

がうかがえます。⼀⽅で価格に対する購買意欲はやや分かれる結
果となり、価値の伝え⽅に改善余地が⾒られます。USPについて

は評価が分散しており、特徴の明確化が今後の課題です。点数分

布では90点以上が44％、85点以上が過半数を占め、審査員からは

体験価値と満⾜度の⾼さが強く⽀持されました。

4.3%

4.3%

4.3%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

塩とキャラメルが層を成して⾒え
る⾊合い

袋越しに中⾝の量感がはっきり視
認

キャラメルの濃淡差が⽴体感を演
出

不揃いに弾けた軽やかな膨らみ
の粒

指でつまみやすい⼀⼝⼤のサイ
ズ感

袋いっぱいに広がる⽴体的な量
の厚み

映画館の⾼揚感を詰めた宝箱の
よう

袋越しにも⽴ち上る⾹ばしさが
感じられる

⽢⾹と塩気が重なる⾷欲を誘う
⾹り

軽やかで油の重さを感じさせな
い印象

弾⼒を感じさせるふくよかさ

出来⽴ての温もりを想起させる

⾷前の印象として、まず透明な袋越しに広がるポップコーンの量感が視覚的なインパクトを与え、映画館に

⾜を踏み⼊れた瞬間の⾼揚感をそのまま⼿元に引き寄せたような特別感が感じられました。複数のフレー

バーが層を成して⾒えることで、それぞれの味わいが直感的に伝わり、上映前の期待感をさらに⾼めます。
粒は不揃いにふんわりと弾け、軽やかで空気を含んだ質感が伝わり、⼀⼝サイズの扱いやすさも印象的でし

た。また、袋越しにも感じられる⾹ばしさや⽢い⾹りが館内に広がるポップコーンの⾹りと重なり、⾃然と

⼿を伸ばしたくなる感覚を呼び起こします。全体として、量の多さによる満⾜感とともに、映画鑑賞という

時間そのものを豊かにする視覚・嗅覚の演出が際⽴ち、⾷べる前から体験価値を⾼める商品であると感じら
れました。

⼀⽅で、⼤容量ゆえに層の下にあるフレーバーの視認性や取り出しやすさにやや課題も⾒受けられ、⾒た⽬

の楽しさと実⽤性の両⽴が今後の向上点として考えられます。
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⾷中感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸を感じさせない穏やかな味

軽く焦がしたような⾹ばしさの余
韻

バターや調味由来のコクの広がり

キャラメルの濃厚で持続する⽢さ

塩が効いた輪郭のある引き締まり

⽢さと塩の対⽐による満⾜の広が
り

⾹ばしさと⽢い⾹りが重なる⾵味

出来⽴てを想起させる温もり

軽やかでなめらかな⼝当たりの感
覚

外は軽く中はふんわりした弾け感

油の重さを感じさせない軽やかさ

⻭離れの良い軽快な⾷べ⼼地

軽い咀嚼⾳で静かな環境に適応

サクッと軽やかに弾ける⾷感

⾷中の印象として、⼝に含んだ瞬間に軽やかに弾ける⾷感が広がり、外側の軽い⻭ざわりと内側のふんわ

りとした質感が⼼地よく調和していました。キャラメルの濃厚な⽢さと塩の引き締まりがバランスよく感

じられ、単調にならず⾷べ進めやすい味の構成となっています。さらに、バターや調味由来のコクが全体
に厚みを与え、満⾜感を⽀える要素となっていました。⾹ばしさと⽢い⾹りが重なり合い、⼝中で広がる

⾵味の⼀体感も印象的です。また、油の重さを感じさせない軽快さがあり、次々と⼿が伸びる要因となっ

ています。咀嚼時の⾳も軽やかで、映画館という静かな環境においても違和感なく楽しめる点は評価に値

します。全体として、味・⾹り・⾷感のバランスが取れており、映画鑑賞中でも⼼地よく⾷べ続けられる
仕上がりです。

⼀⽅で、フレーバーによっては味の濃淡に差が感じられることもあり、均⼀性の向上が今後の品質向上に

つながると考えられます。
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⾷後感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⽢さと塩味の余韻が⼼地よく残り、軽やかさが後⼝に広がり続

ける満⾜感が持続する

映画館の空間と重なり、季節や時間帯を問わず楽しめる軽快さ

と親しみやすさを感じる余韻がある

映画鑑賞時の体験と結びつき、共有する楽しさと記憶に残る時

間を想起させる味わいがある

軽やかで⾷べ進めやすい⼀⽅、⼤容量ゆえに⾷べ過ぎへの配慮

が必要と感じられる

五味 評点

酸味 1

苦味 2

うま味 4

⽢味 5

塩味 4

五感 評点

視覚 5

聴覚 3

触覚 5

味覚 5

嗅覚 4

広義の味 評点

⾹ばしさ 5

後引き感 4

満⾜感 4

⾷べやすさ 5

コク味 3
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1. 内部的要因

2. 外部的要因

3. 市場要因

4. マネジメント・PR要因

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

出来⽴てならではの⾹ばしさと軽やかな⾷感が際⽴ち、⾷べ進めても重さを感じにくい点が特徴です。キャ

ラメルの濃厚な⽢さと塩の引き締まりが相互に作⽤し、味に変化を持たせながら飽きにくい構成となってい

ます。さらに、複数のフレーバーを選択できることで、味の組み合わせによる楽しさが⽣まれ、体験価値の
向上につながっています。⼀⽅で、フレーバーによる味の濃淡や付着のばらつきが感じられます。この点は

均⼀性の向上により安定した満⾜度の提供が期待されます。

劇場内での出来⽴て提供とスタッフによる接客を通じて、体験価値の向上が図られています。また、ターゲッ

ト別の施策を展開しており、来館動機の創出に寄与しています。さらに、館内での視覚的な訴求やSNSによる

情報発信も⼀定の効果を上げていると考えられます。加えて、⼦ども⽀援や⾷に関わる社会貢献活動を通じて、
企業としての価値を広げています。⼀⽅で、初めて利⽤する顧客に対する導線や情報提⽰に分かりにくさが⾒

られるため、注⽂時の分かりやすさや提供⽅法の統⼀を図ることで、より円滑な購買体験が期待されます。

映画館という特定の利⽤シーンにとどまらず、持ち帰りや家庭での利⽤へと展開できる点が評価されます。

シェア需要と個⾷需要の双⽅に対応可能な構成は、現代の多様な消費スタイルに適応しています。また、⾒

た⽬のインパクトやボリューム感は、写真共有などの消費⾏動とも親和性があります。⼀⽅で、価格と容量
の関係が直感的に伝わりにくい側⾯もあり、利⽤⼈数や利⽤シーンの提⽰を⼯夫することで、より明確な購

買判断につながると考えられます。

「パーティー」という⾔葉が⽰す共有や楽しさのイメージと、⼤容量の仕様が⼀致しており、直感的に魅⼒

が伝わるネーミングとなっています。透明なパッケージにより内容量や⾒た⽬のインパクトが⼀⽬で把握で

きる点も購買意欲を⾼める要素です。また、持ち帰りを想定したジッパー付き仕様は利便性に寄与していま
す。⼀⽅で、袋内の構造が単⼀であるため、フレーバーごとの取り出しやすさに課題があり、層構造の視認

性や機能性の向上により、より快適な喫⾷体験が期待されます。

「映画館での楽しさ」を⾷体験として具体化している点において、ブランドとの親和性が⾼い構成となって

います。⼤容量や複数フレーバーの選択性は、⾮⽇常的な⾼揚感を演出し、利⽤者の記憶に残る体験へとつ

ながっています。また、パッケージや内容物の⾒せ⽅による視覚的な訴求も信頼感の醸成に寄与しています。
⼀⽅で、味そのものの品質や素材へのこだわりが⼗分に伝わりきっていない側⾯もあり、商品の魅⼒の伝え

⽅を整理することで、ブランド全体の印象をさらに⾼める余地があると考えられます。

劇場内での調理による出来⽴て提供に加え、衛⽣管理やトレーサビリティ体制が整備されており、安⼼して

利⽤できる環境が構築されています。また、油の重さを感じさせない軽やかな仕上がりは、素材や調理⽅法

への配慮が反映されたものと考えられます。⼀⽅で、フレーバーごとにアレルゲンが異なる点や、保存に関
する情報が⼗分に伝わっていない場⾯も⾒受けられるため、表⽰や案内の⼯夫により、利⽤者の理解と安⼼

感の向上が期待されます。



■ 要因分布

■ 総評
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〒102-0082 東京都千代⽥区⼀番町15-8 壱番館5階
Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
Mail：info@foodanalyst.jp

６項⽬の要因分布を⾒ると、全体として⾼い⽔準でバ

ランスよく評価されており、本商品が多⾯的に完成度の

⾼い構成であることがうかがえます。中でもブランディ
ング要因および素材・安全性は、特に⾼い評価を得てお

り、体験価値と品質の両⾯において強い信頼性を備えて

いることがうかがえます。内部的要因やマネジメント・

PR要因も⾼⽔準で、味わいや提供体制が⼀体となって
価値を⽀えていることが分かります。⼀⽅で市場要因に

ついては、利⽤シーンや価値の伝え⽅において⼀定の改

善余地が⽰唆されており、ターゲットへの訴求をより具

体化することで、さらなる評価の向上が期待されます。
全体として安定感のある優れた評価を得ています。

本商品は、映画館という⾮⽇常空間で⽣まれる⾼揚感や共有の楽しさを、⾷体験として的確に表現して

いる点が⾼く評価されます。視覚的なボリューム感やフレーバー選択の⾃由度は⾷前から期待感を喚起し、

喫⾷時には軽やかな⾷感と⾹ばしさ、⽢さと塩気の対⽐が満⾜感を持続させます。さらに、咀嚼時の⾳や
⽴ち上がる⾹りが鑑賞環境と調和し、映画の世界観を損なうことなく⾃然に溶け込む点も印象的です。こ

うした⼀連の体験は、単なるスナックの域を超え、映画鑑賞という時間そのものの価値を⾼める役割を

担っているといえます。

⼀⽅で、実際の利⽤場⾯を踏まえると、映画鑑賞中に袋を回しながら喫⾷するにはサイズの⼤きさが扱
いやすさの⾯で負担となる場合があり、特に暗所での取り回しや共有のしやすさにおいて⼯夫の余地が感

じられます。例えば、スモールサイズのカップや取り分け⽤の容器を選択制で⽤意するなど、利⽤⼈数や

状況に応じた提供⽅法の柔軟性があると、鑑賞体験との親和性がさらに⾼まると考えられます。また、付

属のバターフレーバーオイルは館外での喫⾷時に味わいの変化を楽しめる点で有効であり、⾃宅での利⽤
価値を⾼める要素として機能しています。加えて、パッケージデザインについても、視認性の⾼さに加え、

持ち帰り時に電⾞など公共の場で携⾏する場⾯を想定し、周囲の視線や⽇常空間へのなじみやすさに配慮

することで、より幅広い利⽤シーンに適応できると考えられます。

総じて、本商品は体験価値と品質の両⾯で⾼い⽔準にあり、味・⾹り・⾷感・提供⽅法が⼀体となった
完成度の⾼い商品です。今後は利⽤導線や提供⽅法の最適化に加え、商品の特徴や魅⼒の伝達をより明確

にすることで、初めて利⽤する顧客にも価値が伝わりやすくなり、さらなる評価の向上とブランド価値の

⼀層の強化につながることが期待されます。
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